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令和７年度 第２回 有玉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  ２０２５年 ６月２５日（水） １３時１５分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  有玉小学校 図工室 

３ 出 席 委 員  石田 隆康、山本 恭子、松原 廣、髙林 和行、村田 実佳 

高林 愛子（学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

４ 欠 席 委 員  中村 佐佳恵 

５ オブザーバー 小池 誠（積志協働センター） 

６ 学    校  伊藤 千恵（校長）、上野 仁悟（教頭）、本樫 俊介（主幹教諭） 

中城 幸之助（CS担当教員）、安村 有季子（ＣＳﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）、及び全教員 

７ 教育委員会  牧野 知子 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 安村 有季子 

１０ 議長の選出 

   前回の協議会において、議長の選出について、松原 廣委員を推挙する旨の発言があったことを司会

が確認し、全員異議なくこれを承認した。 

１１ 協議事項 

   （１）授業参観 

   （２）熟議（子供たちの学びの様子について） 

   （３）報告 

１２ 会議記録 

   司会から、委員総数７人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨の 

報告があった。 

   

（１）授業参観（１３時２５分から１４時５分まで） 

 ○授業参観について説明（教頭） 

   ・低学年、中学年、高学年、ひまわり学級の４グループに分かれて自由に参観。 

・目指す子供像の知の部「自ら考え、学び合う子」の四つの視点、徳の部「自らかかわり認め合う

子」の４つの視点について、子供たちの様子を見ていただくよう説明があった。また、後半の熟議で

は、運営協議会委員と教員との顔合わせと、熟議をする時間を設ける旨の説明もあった。 

  

（２）熟議（子供たちの様子について） 

   議長の指示により、低学年、中学年、高学年、ひまわり学級に分かれてグループで意見交換を行っ

た。各グループからは、以下の発言があった。 

  

  【低学年グループ（髙林委員、村田委員、低学年各担任）】 

   ◎子供たちの良さ・強み    

・挨拶がとってもよくできていて、素直な子が多い。 

・４月に入学した１年生の成長がみられた。 
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  ◎今後の課題     

・朝や旗振りの方への挨拶や、職員への挨拶が少ない。 

・子供との関係ができ、心を開いているかどうかで挨拶ができたりできなかったりする。 

        

 【中学年グループ（松原委員、小池オブザーバー、中学年各担任）】 

  ◎子供たちの良さ・強み    

   ・タブレットを１人１台使って静かに学習している様子が見られた。 

  ・昼休みは元気な子供が多く運動場が溢れ返るくらい元気に遊んでいた。 

  ・予定帳が無いため、子供自身で１週間の予定を確認し、テスト等の見通しが立てられている。 

  ・「ありがとう」が自然に言える子が多い。 

  ◎今後の課題 

   ・自分の考えを言えていない児童もいる。発表で指名した際に、皆に対してではなく教員に意見を言う

傾向がみられる。 

   ・改善案として、授業で自分の考えを伝えられる場を教員が作るのが良いのではないか。 

   ・打たれ弱い子供もいる。保健室では『心の日』を設け、レリジエンス高めて自分らしさを出せるように

している。 

    

【高学年グループ（石田委員、高林愛子委員、低学年担任）】 

◎子供たちの良さ・強み  

 ・個性豊かな子供達を生かして授業をしていた。 

  ・タブレットを用いて授業をしていた。 

  ・６年生は話し合いが活発にできていた。 

  ◎今後の課題 

 ・メリハリを付けられていない。 

 ・学力差がある。学習の積み重ねで５、６年生は個人差がある。 

 ・５、６年生は学習内容が難しくなっており、時間が足りない子供への指導が手厚くできていない。 

ボランティアさんに入っていただいたとしても、専門の指導者の人材の確保や時間の確保等色々な

課題がある。 

 

【ひまわり学級（山本委員、ひまわり学級教員）】 

◎子供たちの良さ・強み 

 ・４５分間ずっと授業に参加できるところがひまわりの子の強み。 

 ・実態にあった個別支援や、一人一人に合った声掛けをしている。 

 

◎今後の課題 

・特性上、長時間の集中が難しい子や自分のリズムが崩れてしまうと落ち着かない子もいる。 

 ルーティン化してあげる方がよいのではないか。 

・難しい事に挑戦する気持ちをどうやって育てるかが課題。 

・素直な子が多いので、頑張ったら褒めてあげる。 

・見通しをもてるように１日の予定を伝え、子供たちの安心に繋がるようにする。 
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・言葉だけでは伝わり難い言葉もあるので、目でも確認が出来るように ICTを使って意思確認をする。 

・できる事を自分で選択できるように心掛ける。 

 

【まとめ（校長より）】 

子供たちの目の前にいる担任と委員が一緒に話をした事で、参観するだけでは見えないような部分

も委員の方に知っていただける機会になったと思う。 

互いに理解し合い、課題や良さを共有し、これからより良い有玉小を一緒に作っていくための第一

歩になったと思う。 

 

 （３）報告     

     学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ高林愛子委員より、学校支援活動について報告があった。 

     ◇５月  ６年生 裁縫サポート、１年生 朝顔 種植えサポート 

           ２年生 野菜 苗植えサポート、６年生 安全サポート 

 

     ◇６月  ２年生 町探検サポート、園芸委員会と校舎南側の花壇の花の苗植え作業 

           CS掲示板作成、４年生 郊外学習 安全サポート 

           ひまわり学級 ３年生 町探検 安全サポート 

           ひまわり学級のプールの見守りサポート 

           本読み トトロの会、ひまわり１組の支援 

     

      ◇６月後半～活動計画 

           読み聞かせ トトロの会、花壇の水やり、雑草取りの環境サポート 

           ２学期５・６年生家庭科ミシン、 

           ３年生 鳩打谷公園・地蔵平公園の総合授業、有玉神社の氏子さんの授業 

           ４年生 琴の授業、ひまわり学級の支援 

           新しいサポート（案） 

 

その他報告事項等 

議長から、次回の議長選出について委員に意見を求めたところ、髙林和行委員が議長を務めることを申

し出、全員異議なくこれを承認した。司会から、次回会議は２０２５年１０月７日（火）午後１時１５分から午後

３時００分の日程で開催する旨の報告があった。 

 


